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令和５年度 高井田苑事業報告 

障害者支援施設 高井田苑 

 

１.はじめに 

高井田苑では、利用者一人ひとりの個性を尊重し、健康で安心・安全な生活を送ることのできる

よう特性に配慮した支援を行った。 

新型コロナウィルス関連では、令和5年度も3日毎の抗原検査を実施し、感染者予防に努めてい

たが、年間で利用者14名、職員14名の陽性者が出してしまった（文末表①参照）。 

令和6年2月には、苑内1・2階の浴室と脱衣室の改修工事と、1階に機械浴槽の設置が完了し、利

用者の笑顔と誰もが使いやすい環境の改善が実現できた。同月に、日中活動場所の軽作業室出入口

扉のスライド化とスロープ設置も完了した。 

 

２.利用者支援状況 

(１)利用者状況について 

生活介護       利用者数：49名（男性34名、女性15名） 

施設入所支援     利用者数：30名（男性20名、女性10名） 

・生活介護の利用者の年齢は、32歳から70歳までの方が利用している。 

平均年齢は男性：48.2歳、女性：50.0歳。 

・施設入所支援の利用者の年齢は、33歳から70歳までの方が利用。 

平均年齢は男性：47.5歳、女性：52.0歳。 

 （文末表②・表③参照） 

 

(２)日 課（下記の日課を基本として支援を行った。） 

（午  前）                         （午  後） 

6：30 起床・洗面                  13：00 作業活動 

7：30 朝食・歯磨き               14：30 作業活動終了 

8：30 コーヒータイム          15：00 間食 

9：30 朝のつどい（1日の流れを説明   16：00 入浴 整理・片付け 

    ・散歩など個別活動        18：00  夕食・歯磨き 

・作業                        余暇時間・コーヒー 

12：00 昼食・歯磨き          22：00 就寝 
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(３)日中活動 

  軽作業班・リサイクル班・アクティブ班とりらく班と従たる事業所である「すてっぷ｣を中心に

活動を行った。 

  日中活動での取引先は、小林製作所様、オーディン様、興亜紙工様、清水加工所様、富士電線工

様、粉室製作所様、まるき様、パナソニックサイクルテック様、ジェイテクト様、河原・芝山住宅

様、その他多くのご協力により、利用者の活動と工賃に反映している。 

 作業工賃は工賃規程に基づき毎月利用者に支払った。 

年間(1人につき)：平均 19,974円 

 活動班別作業収益  

作業班 軽作業 

(１階) 

リサイク

ル 

アクティブ すてっぷ 軽作業 

(２階) 

計 

収 益 548,493 647,950 46,850 272,132 549,135 2,064,560 

 

(４)行 事   

 令和5年度は新型コロナウィルス感染に最大限注意を払いながら、利用者からの希望を聞き日帰り

旅行を年間行事に組み込んで行った。 

日  時 行 事 内 容 参加者数 

5月 3日 自治会お楽しみ行事 25名 

5月 5日 GWお楽しみ行事 26名 

5月31日 日帰り旅行 りんくうタウン 4名 

6月15日 日帰り旅行 あべのハルカス 3名 

6月21日 日帰り旅行 温泉 4名 

7月19日 日帰り旅行 てんしばイーナ 6名 

7月20日 日帰り旅行 あべのハルカス 3名 

8月10日 作業慰労会 35名 

8月23日 夏祭り花火大会  29名 

8月30日 日帰り旅行 カラオケ 3名 

9月15日 KSRボウリング大会 4名  

9月16日 高井田苑祭 49名  

9月20日 日帰り旅行 果物狩り 4名 

10月 5日 日帰り旅行 なんばグランド花月 3名 

10月18日 日帰り旅行 バーベキュー 7名 

11月 3日 法人祭 41名 

11月 15日 日帰り旅行 ワールド牧場 4名 
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11月 18日 日帰り旅行 京都 3名 

11月19日 たこ焼きパーティー 29名 

12月16日 クリスマス会 35名 

12月23日 給食クリスマス行事 29名 

12月29日 作業慰労会 45名 

3月 13日 日帰り旅行 温泉 3名 

 

(５)自治会活動 

   利用者自治会の会議を月１回開催し、利用者から出た行事や食事に対する意見等を支援に反映

させた。 

 

(６)健康管理 

   定期健康診断を年2回、歯科健診を年1回、インフルエンザの予防接種のほか、嘱託医・内科

医、歯科医による往診を毎月定期的に実施した。本年度の疾病等による受診件数は発熱外来含め

177件あった（前年度192件）。今後も年齢や体力面等に配慮しながら健康管理に努めていく。 

職員に対する抗原検査も年間通して実施した。 

 

(７)栄養管理 

   できる限り利用者の希望に応えられる食事が提供できるように努めた。また四季折々の催事も

意識し、ただ単に食事を摂るだけでなく楽しめる食事となるよう心がけている。 

   また管理栄養士による栄養マネジメントを行い、個々の栄養状態、身体状況を把握し、健康状

態の維持、向上に努めた。 

 

(８)安全管理 

  令和5年9月27日と令和6年3月27日の2回、利用者、職員が参加し、避難訓練を実施した。 

  また3月には消防署指導による消火訓練と救命講習を行った。 

 

(９)家族会との連携 

  家族会定例会に施設長が出席し、家族との意見交換を行った。家族からの意見等を施設運営の参

考とした。また、折々に利用者に対して野菜や果物、菓子類の差し入れをいただいた。 
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３. 職員体制 

(１) 職員数 

 

 

職 名 

 

施 

設 

長 

サ 

｜理 

ビ責 

ス任 

管者 

生 

活 

支 

援 

員 

 

栄 

養 

士 

 

調 

理 

員 

 

医 

 

師 

 

看 

護 

師 

 

事 

務 

員 

 

そ 

の 

他 

 

合 

 

計 

常 勤 １ １ 21 １ 1  １ ２  28 

非常勤   16  6 １ １ 1 １ 26 

計 １ １ 37 １ 7 １ 2 3 １ 54 

 

 (２) 会議の状況 

会 議 名 開催頻度  

職 員 会 議 月1回 全体会議 

主 任 会 議 随時 運営内容の検討と方向性の確認 

リーダー会議 月1回 フロアでの活動状況の報告・伝達 

虐待防止委員会 随時 身体拘束適正化委員会兼ねる 

危機管理委員会 随時 感染症及び蔓延防止のための対策 

入所検討委員会 随時  

衛生委員会 月1回 職場環境について協議し、改善を図る。（1月より） 

フ ロ ア 会 議 月1回 支援方法の検討と情報の共有 

ケ ー ス 会 議 月1回 小グループでの個別ケース検討 

引 き 継 ぎ 毎日 午前・午後の2回 状況の確認と情報の共有 

 

(３)研 修 

①施設内研修   

月1回、第三者委員の岡井哲明氏に講師をお願いし、テーマを設定し小グループでの研修を行

った。また、非常勤職員に対しても、障がい特性や権利擁護についての研修を行い、理解を深

めてもらう機会を設けた。 

令和5年4月26日 事例検討 

令和5年5月24日 事例検討 

令和5年6月28日 事例検討 

令和5年7月26日 感染予防研修 及び 訓練 

令和5年8月23日 地域移行 ～その後の生活～ 
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令和5年9月27日 メンタルコントロール 

令和5年10月25日 

令和5年11月22日 

人権研修 「ハラスメントについて」 

高井田苑非常勤含む、グループホーム世話人、居宅介護ヘル

パーも参加 

令和5年12月27日 自己決定支援 

令和6年1月24日 視覚構造化 

令和6年2月28日 事例検討 

令和6年3月27日 事例検討 

 

  ②施設外研修  

令和5年9月 27日 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 

令和5年12月12日 強度行動障害支援者養成研修（実践研修） 

令和6年1月29日 ステップアップ人権研修 

令和6年2月15日 虐待防止ネットワーク会議 

令和6年2月22日 サービス管理責任者更新研修 

令和6年 2月27日 柏原市障害者自立支援協議会研修会 

 

③WEB研修 

令和5年11月 障害福祉サービス等指定事業者集団指導 

令和5年11月10日 感染症の特性と予防対策の工夫を学ぶ①インフルエンザ・ノ

ロウイルス②新型コロナ 

令和6年1月11日 虐待防止・身体拘束等の適正化のための研修 

令和6年3月5日 職場体験事業受入事業者向け研修 

令和6年3月8日 感染性胃腸炎の感染拡大を防ごう  

 

年間継続研修 

○ 地域支援部会（短期入所・グループホーム） 

○ 障害者支援施設部会 幹事会  

○ 柏原市自立支援協議会 

○ 柏原市虐待防止ネットワーク会議 

○ 柏原市地域貢献委員会 

○ 柏原作業所連絡会研修会   
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別紙 

高井田苑 コロナ罹患者数（表①） 

年月 日 利用者 職員 

男性 女性 男性 女性 

令和3年度集計 7名 0名 5名 1名 

令和4年度集計 13名 6名 16名 11名 

R5.7 25    常勤U・T 

R5.8 7    常勤S・Y③ 

 10    非常勤M・A 

 31   常勤K・M②  

R5.10 2   常勤M・K②  

R6.1 6    常勤I・A② 

 7    常勤N・M② 

 9    常勤S・Y④ 

 9  I・N   

 9  I・E②   

 9  T・M②   

 10 D・N②    

 11    非常勤Y・K 

 12 A・Y②    

 12 A・T    

 12 K・N②    

 12 S・K②    

 12  N・M   

 13 Y・T②    

 13   常勤M・S  

 14 I・H②    

 14 Y・H②    

 14   常勤T・Y②  

 15 K・N②    

 15 O・M②    

 20    常勤K・M 

 28   非常勤T・T  

 30   常勤T・K②  

令和5年度集計 10名 4名 6名 8名 
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年齢別・支援区分別（表②) 

 施設入所支援 共同生活援助 

区分 4 5 6 合計 3 4 5 6 合計 

性別 男 女 男 女 男 女  男 女 男 女 男 女 男 女  

30～39歳  1 1  1  3 1   1 2 1   5 

40～49歳 1  6 1 3 2 13  1 1 1 2  1  6 

50～59歳  1 1  6 2 10   3  3 1 1 1 9 

60～69歳 1   1  1 3   1      1 

70歳以上  1     1         0 

小計 2 3 8 2 10 5  1 1 5 2 7 2 2 1  

合計 5 10 15 30 2 7 9 3 21 

 

実施機関・活動内容別利用者数（表③） 

 援護の実施 

機 関 

男 女 計 施設入所 

支援 

共同生活 

援助 

生活介護 

(日中活動) 

1 柏原市 15 6 21 9 12 21 

2 羽曳野市 1  1 1  1 

3 藤井寺市 1 1 2 2  2 

4 八尾市 4 3 7 3 4 7 

5 東大阪市 3 2 5 4 1 5 

6 大東市 1  1 1  1 

7 寝屋川市 2  2 1 1 2 

8 守口市  1 1 1  1 

9 茨木市 1  1 1  1 

10 箕面市  1 1 1  1 

11 高槻市 1  1 1  1 

12 交野市  1 1  1 1 

13 枚方市  1 1 1  1 

14 堺市 2  2 1 1 2 

15 泉大津市 1  1 1  1 

16 太子町 1  1 １  １ 

17 大阪市 1  １ １  １ 

18 松原市 １  １  １ １ 

合 計 35 16 51 30 21 51 
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日中一時支援・短期入所事業報告 

１. 内 容 

事 業 認 可        平成18年10月 認可 

短期入所の種類      空床型 

日中一時支援利用人数    

利 用 期 間      障害者（児）受給者証に記載されている日数 

担 当 職 員      支援員を充当 

 

２. 基本方針 

保護者、家族の傷病等や仕事の関係、利用者本人の状況から介護が困難となった場合、また、

保護者等の精神的、身体的レスパイトが必要な場合に短期入所サービスを提供した。 

 

３. 基本の支援 

利用者の個別状況に配慮しつつ基本的に入所利用者の日課に沿った支援を行った。 

 

４. 日中一時支援・短期入所サービス利用状況 

 

 

 

令和５年度 短期入所支援 利用日数 

 
性別 市町村 

区

分 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

 

計 

Ａ 女性 柏原市 3 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 4 

Ｂ 女性 柏原市 3 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 2 2 10 

Ｃ 女性 松原市 無 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0 7 

合  計 0 0 1 1 1 1 2 2 4 5 2 2 21 

 

 

 


